
(57)【要約】

【課題】粘着テープの一端に非粘着部が設けられている

と、貼り付けられた粘着テープを簡単に剥がすことがで

きる。そこで、片手でも簡単に粘着テープの端を折り合

わすことを可能にする補助装置を有した粘着テープカッ

ターを提案する。

【解決手段】テープロール１とテープ切断刃２の間に剥

離手段３は位置する。粘着テープ４は５に示す位置まで

引っ張られ、切断刃２により切断される。剥離手段３が

なければテープロール１から引き出されたテープ４の先

端は切断刃２に粘着する。剥離手段３は、この切断刃２

に粘着しているテープ４の中間位置を押圧して当該テー

プの先端を切断刃２から引き剥がすとともに、テープ４

の中間位置を粘着させたまま６に示す状態に保持する。

６に示すように、テープ４の先端が宙に浮いている状態

の時には、片手でも簡単にテープ４の先端をつまんで折

り合わせることができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
粘 着 テ ー プ ロ ー ル と 、 テ ー プ ロ ー ル か ら 引 き 出 さ れ た 粘 着 テ ー プ を 切 断 す る 切 断 刃 と の 間
に 剥 離 手 段 を 備 え 、
そ の 剥 離 手 段 が 、 テ ー プ ロ ー ル か ら 引 き 出 さ れ て 先 端 が 前 記 切 断 刃 に 粘 着 し て い る テ ー プ
の 中 間 位 置 を 押 圧 し て 当 該 テ ー プ 先 端 を 切 断 刃 か ら 引 き は が す と と も に 、 テ ー プ の 中 間 位
置 を 粘 着 さ せ た ま ま 保 持 す る こ と の 可 能 な 押 圧 部 を 備 え た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る テ
ー プ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
剥 離 手 段 が 、 弾 性 体 を さ ら に 備 え 、 そ の 弾 性 体 の 先 端 に 前 記 押 圧 部 が 設 け ら れ て い る も の
で あ る 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 押 圧 部 が 粘 着 テ ー プ を 切 断 刃 か ら 引 き 剥 が す 際 に テ ー プ ロ ー ル 側 へ 移 動 す る も の で あ
る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の テ ー プ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 押 圧 部 が 、 粘 着 テ ー プ を 中 心 線 部 分 が 盛 り 上 が っ た ア ー チ 状 に し て 保 持 す る も の で あ
る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の テ ー プ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
剥 離 手 段 が 切 断 刃 と 一 体 と な っ て い る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 又 は ４ 記 載 の テ ー プ カ ッ タ ー 。
 
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 用 な 補 助 装 置 を 有 し た 粘 着 テ ー プ カ ッ タ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 粘 着 テ ー プ の 一 端 に 非 粘 着 部 が 設 け ら れ て い る と 、 貼 り 付 け ら れ た 粘 着 テ ー プ を 簡 単 に
剥 が す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 粘 着 テ ー プ の 一 端 に 非 粘 着 部 を 設 け る 方 法 と し て 、 粘 着 テ ー プ の 端 を 折 り 合 わ す と い う
方 法 が 一 般 に 行 わ れ て い る 。 し か し 、 一 般 的 に は 、 粘 着 テ ー プ の 端 を 折 り 合 わ せ る た め に
は 両 手 を 必 要 と し 、 手 間 が か か る だ け で な く 、 手 も 粘 着 面 も 汚 れ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の た め 、 片 手 で も 簡 単 に 粘 着 テ ー プ の 端 を 折 り 合 わ す こ と が 可 能 な 粘 着 テ ー プ カ ッ タ
ー が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ま で に も 、 粘 着 テ ー プ の 端 を 折 り 合 わ す こ と が 可 能 な 粘 着 テ ー プ カ ッ タ ー は 提 案 さ
れ て き が 、 従 来 の も の は 機 構 が 複 雑 で あ り 、 耐 久 性 お よ び コ ス ト の 面 で 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ６ ３ ５ １ ０
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ３ ５ ８ １ ４
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ３ ０ ７ ７
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ ０ － ０ ３ ５ ９ ８ ９
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ５ ０ ９ ０ ４
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 平 ０ ９ － １ ０ ０ ０ ６ １
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 平 ０ ８ － ０ ２ ６ ５ ７ ６
【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 平 ０ ７ － ２ １ ５ ５ ６ ４
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 非 常 に 単 純 な 機 構 を も っ て
し て 、 簡 単 に 粘 着 テ ー プ の 端 を 折 り 合 わ せ る こ と を 可 能 と す る 装 置 を 有 し た 粘 着 テ ー プ カ
ッ タ ー を 提 供 す る こ と を 主 た る 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 粘 着 テ ー プ ロ ー ル と 、 テ ー プ ロ ー ル か ら 引 き 出 さ れ た 粘 着 テ ー プ を 切 断 す る 切 断 刃 と の
間 に 剥 離 手 段 を 備 え 、 そ の 剥 離 手 段 が 、 テ ー プ ロ ー ル か ら 引 き 出 さ れ て 先 端 が 前 記 切 断 刃
に 粘 着 し て い る テ ー プ の 中 間 位 置 を 押 圧 し て 当 該 テ ー プ 先 端 を 切 断 刃 か ら 引 き は が す と と
も に 、 テ ー プ の 中 間 位 置 を 粘 着 さ せ た ま ま 保 持 す る こ と の 可 能 な 押 圧 部 を 備 え た も の で あ
る こ と を 特 徴 と す る テ ー プ カ ッ タ ー で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
剥 離 手 段 は 、 弾 性 体 を さ ら に 備 え 、 そ の 弾 性 体 の 先 端 に 前 記 押 圧 部 が 設 け ら れ て い る も の
で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 前 記 押 圧 部 は 粘 着 テ ー プ を 切 断 刃 か ら 引 き 剥 が す 際 に テ ー プ ロ ー ル 側 へ 移 動 す る も
の で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 前 記 押 圧 部 が 、 粘 着 テ ー プ を 中 心 線 部 分 が 盛 り 上 が っ た ア ー チ 状 に し て 保 持 す る
も の で あ る と 、 粘 着 テ ー プ を つ ま ん で 折 り 合 わ せ や す い 状 態 で 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
剥 離 手 段 が 切 断 刃 と 一 体 と な っ て い る と 、 低 コ ス ト 化 、 製 造 簡 単 化 等 の 点 か ら 、 よ り 望 ま
し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 粘 着 テ ー プ 切 断 後 、 テ ー プ ロ ー ル 側 に 残 っ た 粘 着 テ ー プ の 先 端 は 宙 に 浮
い た 形 に な る の で 、 そ の 先 端 部 を つ ま み 折 り 合 わ せ る こ と に よ り 、 片 手 で も 簡 単 に 粘 着 テ
ー プ の 一 端 に 非 粘 着 部 を 形 成 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
以 下 、 本 発 明 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る テ ー プ カ ッ タ ー を 示 す 全 体 の 概 略 図 で あ る 。 テ ー プ
ロ ー ル １ と テ ー プ 切 断 刃 ２ の 間 に 剥 離 手 段 ３ は 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
粘 着 テ ー プ ４ を 切 断 す る 際 に は 、 テ ー プ は ５ に 示 す 位 置 ま で 引 っ 張 ら れ 、 切 断 刃 ２ に よ り
切 断 さ れ る 。 剥 離 装 置 ３ が な け れ ば テ ー プ ロ ー ル １ か ら 引 き 出 さ れ た 粘 着 テ ー プ ４ の 先 端
は 切 断 刃 ２ に 粘 着 す る 。 粘 着 テ ー プ ロ ー ル １ と 切 断 刃 ２ の 中 間 に 取 り 付 け ら れ た 剥 離 手 段
３ は 、 こ の 切 断 刃 ２ に 粘 着 し て い る テ ー プ の 中 間 位 置 を 押 圧 し て 当 該 テ ー プ の 先 端 を 切 断
刃 ２ か ら 引 き 剥 が す と と も に 、 テ ー プ の 中 間 位 置 を 粘 着 さ せ た ま ま ６ に 示 す 状 態 に 保 持 す
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ の ６ に 示 す よ う に 、 粘 着 テ ー プ ４ の 先 端 が 宙 に 浮 い て い る 状 態 の 時 に は 、 片 手 で も 簡
単 に 粘 着 テ ー プ ４ の 先 端 を つ ま ん で 折 り 合 わ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 粘 着 テ ー プ ４ の 先
端 に 非 粘 着 部 を 形 成 さ せ た く な い 場 合 に は 、 折 り 合 わ せ ず に そ の ま ま 引 っ 張 り 、 切 断 す れ
ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ は 剥 離 手 段 ３ を 示 す 概 略 図 で あ る 。 剥 離 手 段 ３ は 側 方 か ら 見 て く の 字 形 状 を な す 板 バ
ネ 等 の 弾 性 体 ７ と 、 前 記 弾 性 体 の 先 端 に 一 体 に 丸 め て 形 成 し た 押 圧 部 ８ か ら 構 成 さ れ る の
が 最 良 と 考 え ら れ る 。 そ し て 、 押 圧 部 ８ の 移 動 方 向 Mは テ ー プ 切 断 刃 ２ に 粘 着 し て い る 粘
着 テ ー プ を 引 き 剥 が す 方 向 の 成 分 を 有 し 、 か つ 、 引 き 剥 が す 際 に 押 圧 部 ８ は テ ー プ ロ ー ル

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-213040 A 2005.8.11



側 （ 図 で は 左 側 ） へ 移 動 す る の が 最 良 と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 粘 着 テ ー プ ４ の 幅 と 押 圧 部 ８ の 幅 の 関 係 は 、 粘 着 テ ー プ ４ の 幅 が 広 く て も 良 い し 、
同 じ で も 良 い し 、 狭 く て も 良 い と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
弾 性 体 ７ に ね じ り ば ね を 用 い た 場 合 に は 剥 離 手 段 ３ は 図 ３ に 示 す よ う な 形 状 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
弾 性 体 ７ に 押 し バ ネ を 使 用 し た 場 合 に は 剥 離 手 段 ３ は 図 ４ に 示 す よ う な 形 状 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
弾 性 体 ７ は 複 数 あ っ て も 良 い 。 図 ５ に 弾 性 体 ７ が 二 個 あ る 場 合 を 例 示 す る 。 図 ５ で は 、 二
個 の 弾 性 体 ７ aと ７ bに 、 板 バ ネ も し く は 弾 性 ゴ ム な ど の 弾 性 板 を 使 用 し た 場 合 を 想 定 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ お よ び 図 ５ で 示 し た 弾 性 体 ７ の 移 動 方 向 Mは そ れ ぞ れ 一 例 で あ り 、 他 の
移 動 方 向 も 種 々 考 え ら れ る が 、 特 に は 、 押 圧 部 が 、 テ ー プ 切 断 刃 に 粘 着 し て い る 粘 着 テ ー
プ を 引 き 剥 が す 際 に 、 テ ー プ ロ ー ル 側 （ 図 で は 左 側 ） へ 移 動 す る も の で あ る こ と が 望 ま し
い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ６ は 凸 形 状 の 押 圧 部 ８ を 有 し た 剥 離 手 段 ３ を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 の よ う に 押 圧 部 ８ が
中 心 部 が 盛 り 上 が っ た 凸 形 状 を 有 し て い る と 、 そ の 形 状 に 従 っ て 、 押 圧 部 ８ に 粘 着 し て い
る 粘 着 テ ー プ ４ は 中 心 線 部 分 が 盛 り 上 が っ た ア ー チ 状 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
粘 着 テ ー プ ４ は 、 中 心 線 部 分 が 盛 り 上 が っ た ア ー チ 状 に な っ て い る と 、 多 少 の 揺 れ や 風 で
も 形 を 崩 し に く い の で 、 常 に つ ま ん で 折 り 合 わ せ や す い 状 態 で 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
コ ス ト ダ ウ ン 等 を 図 る 上 で は 、 図 ７ に 示 す よ う に 剥 離 手 段 ３ と 切 断 刃 ２ を 一 体 化 さ せ る こ
と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 ら れ た も の で は な く 、 材 質 や 形 状 は 限 定 さ れ な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 に 詳 述 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 片 手 で も 容 易 に 粘 着 テ ー プ の 一 端 に 非 粘 着 面
を 形 成 さ せ 、 一 度 貼 っ た 粘 着 テ ー プ を 剥 が し 易 く す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 本 発 明 の
実 施 形 態 は 複 雑 な 機 構 を 必 要 と し な い の で 、 コ ス ト 面 だ け で な く 耐 久 性 の 面 で も 優 れ て い
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る テ ー プ カ ッ タ ー を 示 す 全 体 の 概 略 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 剥 離 手 段 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 剥 離 手 段 の 他 の 一 例 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 剥 離 手 段 の さ ら に 他 の 一 例 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ５ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 剥 離 手 段 の 変 形 態 様 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ６ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 凸 形 状 の 押 圧 部 を 有 し た 剥 離 手 段 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ７ 】 同 実 施 形 態 に 係 る テ ー プ 切 断 刃 と 一 体 に な っ た 剥 離 手 段 の 一 例 を 示 す 概 略 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ ・ ・ ・ テ ー プ ロ ー ル
　 ２ ・ ・ ・ 切 断 刃
　 ３ ・ ・ ・ 剥 離 手 段
　 ４ ・ ・ ・ 粘 着 テ ー プ
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　 ５ ・ ・ ・ 切 断 時 の 粘 着 テ ー プ の 位 置
　 ６ ・ ・ ・ 切 断 後 の 粘 着 テ ー プ の 位 置
　 ７ 、 ７ a、 ７ b・ ・ ・ 弾 性 体
　 ８ ・ ・ ・ 押 圧 部
　 M・ ・ ・ 押 圧 部 の 移 動 方 向

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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